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要旨 

 防災・減災を主要な目的とする河川整備は自然環境を配慮した河川改修などの工事を実施

し、河川景観の形成・保全を重視する一方、河川景観のアーカイブ化を河川整備方針のなか

に取り入れる必要があると考える。本研究はこれまでの既往研究と行政施策を整理し、河川

景観のアーカイブ化の意義を検討した。そして、河川景観のアーカイブ化の具体的な手段と

して、全方位カメラによる画像データの収集、VR ヘッドセットによる閲覧、360 度の河川

景観の画像の利用方法を提案する。河川景観のアーカイブ化は、➀次世代の環境学習コンテ

ンツの開発、➁流域住民の防災・減災力の向上、普段の利用増加、➂河川環境の保全・復元、

この三つの側面において意義が見出され、今後の課題として、国や流域自治体、民間団体な

どの河川管理・保全計画のなか、河川景観を対象とする記録性の高い活動を取り入れる必要

があると考えられる。また、全方位カメラによる河川景観のアーカイブ化という提案を、流

域内外住民による評価の側面からその有用性について検証するとともに、住民意識に基づく

河川景観のアーカイブ化の意義を確認する。 
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1. 背景と目的 

近年、気象変動による河川の氾濫が多発し流域住民に物的被害を及んだ一方、恐怖や絶望感などの

精神的な苦痛を与えている。国や流域自治体が長期にわたって河川流域におけるハード整備を充実さ

せ、治水計画を見直している。国土交通省近畿地域整備局によれば、気候変動による洪水・浸水被害

の防止又は軽減を図るため、今後の 30 年間にわたり、由良川流域における河川整備（中流部の連続

堤整備や河道掘削、下流部の輪中堤の整備や宅地嵩上げなど）を実施することになっている 1)。しか

し、流域住民の被害を最小限に抑えることを図る河川整備の実施は、「それぞれの河川や地域の自然・ 

歴史・文化・生活にふさわしい河川景観注１の形成や保全を図る」といった方針 2)を厳守しても、様々

な人為的なインパクト(河道掘削、築堤、ダム建設等)により河川景観を変質させている 3)。こういっ

た河川整備について、洪水への耐性が低く、度重なる被災などによる河川改修や災害復旧工事で景観

が破壊されてしまい里川としての愛着が低下することが懸念されている 4)。 

一方、国連サミットで決定された SDGs（持続可能な開発目標）のなかで、「2030 年までに、人々

があらゆる場所において、持続可能な開発及び自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識を

持つようにする」と推奨されていることから、現在の自然景観の持続性を配慮し、その情報を記録し、

より多くの人に広げ後世に継承していく必要があると考えられる。そして、河川整備工事以前の河川

の原風景を保存し、環境学習の題材または景観遺産として如何に後世に残すかという課題が見えてく

るであろう。 

河川景観については、これまでその形成及び類型化、河川景観の評価、有効な河川景観設計手法、

あるいは住民参加型の河川景観整備など、多様な視点からの研究が行われ知見が蓄積されている。例

えば、久保ら（1983）は河川の周辺地形や土地利用に基づき、河川景観を「上流型、中流型、下流型」

の 3 類型に分類し、低水路整備、市街地化の進行に伴う高層建築物の出現、緑地不足に対応した河川

公園の整備などにより、下流型河川景観は大きく変容しつつあると考察している 5)。また、小路ら

（2005）は河川景観の評価について、自然的要素が少なく人工構造物が特に景観評価に影響を及ぼす

河川空間では、人工構造物（街並みや建築物だけでなく遊歩道、護岸の形状などの河川構造物を含む）

のデザイン性の考慮と景観障害物（路上駐輪駐車、高架橋、看板類）の除去、もしくは緑化などによ

る修景を行うことが重要であると指摘している 6)。そして、伊藤ら（1997）は、自然的な河川景観を

形成し得る河川空間デザインを重視し、自然の河川の姿に範をとった河川空間のデザイン手法（河川

景観の全体像を設定し、それに基づいてデザインパーツを配置し、形を見極めながらデザインパーツ

のすり合せを行う）を提示している 7)。さらに、三阪ら（2006）と清水ら（1998）は、親水性を考慮

に入れ住民が河川と触れ合える機会や場所を提供していくこと 8)と、川沿いの自然状態と整備による

利便性によって、流域住民の河川環境に対する評価の向上につながると提言している 9)。また、樋口

ら(2005)は地域の活性化につながる河川整備事業を行うためには、河川行政中心で事業を行うのでは

なく、地域住民を主体に据えた事業推進体制を確立することが望ましいと述べている 10)。 

以上の研究から、河川整備を行う際には、河川景観の自然的要素の保全と人為的インパクトの配慮



を踏まえ、河川景観整備についての流域住民の主体性を重視する必要があると考えられる。 

国土交通省（1999）は地域住民と河川との関係の希薄化を問題視し、住民と河川との関わりの再構

築を進める必要があると言及している 11)。宮本（2001）も人と水との関わりの希薄化等の問題を取

り上げ、「身近な川への関心を高め水環境への多様な関心を喚起するには、流域住民の生活が水環境

とつながっているという認識を促し、体感してもらう。環境問題全般に対する情報を伝達し関心を広

める。流域と関連づけた川の仕組みや水循環等の認知を高めること等が重要である」12)と指摘してい

る。これらのことから、流域住民の参加による河川整備及び利活用を目指すために住民の関心度を向

上させることが前提になっており、そして、関心を集めるためには、河川（河川整備、景観など）に

関する情報発信がその第一歩であると考える。 

一方、デジタル技術及びネットワーク技術を活かして文化的資源の保存と伝承が実現され、いわゆ

るデジタルアーカイブが進められている。地域の伝統文化や祭り、古文書などがデジタルアーカイブ

の対象となっている。例えば、崔ら（2021）は、丹後ちりめんの製造技術のアーカイブ化の取り組み

を報告している 13)。さらに、インターネット配信を通じて人数や時間、場所の制限がなく利用価値の

向上につなげる。宇田ら(2020)は、瀬戸市の歴史的文化財のひとつである旧山繁商店（国重要文化財

指定）を対象として、VR パノラマ技術によるデジタルアーカイブ作成とその情報公開を実施してい

る 14)。清水ら(2003)は、デジタルアーカイブは、実物の性格に合わせて芸術性や歴史性に立脚した情

報を格納しており、このことが制作に投入された資本以上の文化的価値を高めることを指摘している

15)。藤本（2016）は農村集落におけるデジタルアーカイブについて、低コストで汎用的なデジタルア

ーカイブ手法を確立することで市民参加型の取り組みを増進させるだけでなく、多種多様な情報源か

ら探索的に意義を見出すような研究の基盤となっていくとの有用性を指摘している 16)。以上のよう

に、デジタルアーカイブの有用性が検証され多様な分野において研究が盛んに行われていることが分

かる。しかし、既往研究を概観したところ、河川景観のデジタルアーカイブ化に関する研究がまだ不

十分であると考える。 

以上を踏まえて、河川景観のデジタルアーカイブが実現できれば、河川景観の価値の上昇、住民参

加型の河川整備の増進などが期待できると考え、VR（Virtual Reality 仮想現実）技術を利用し、全

方位カメラを用いた河川景観のアーカイブ化を通じて河川景観のデジタル保存の実現を本研究は目

指している。また、住民参加型の河川資源管理・利活用の視点から VR 技術による河川景観のアーカ

イブ化の意義を検証し、こういった活用手法の課題についても考察する。 

2. 研究方法 

 2.1 研究対象の概要 

本研究は京都府北部を流れる由良川を研究対象とする。由良川は一級河川であり、図１のように「L」

字型をしており、京都府、滋賀県、福井県の府県境を跨る三国岳に源流がある。南丹市、綾部市、福



知山市を経て、宮津市と舞鶴市の境界になり日本海に注ぐ。国土交通省に

よれば、由良川流域は丹波・丹後地方における社会・経済の基盤をなすと

ともに、古くから人々の生活・文化を育んできた。一方、由良川流域が頻

繁に水害に見舞われており、これまでの 60 年の間に計 16 回の洪水災害

を記録している。国土交通省と流域自治体は築堤、排水ポンプ施設など整

備を進め、被害を大幅に軽減させている。また、多様な水面利用（ウイン

ドサーフィン、釣りなど）が見られ、漁業生産、農業灌漑などにも利用さ

れている。総じて由良川水系の治水・利水・環境についての意義は大きい

と考える。また由良川の最大の特徴として、中流から下流にかけて高水敷

や河畔に樹木が連続して存在することにある。沿川の自然植生やかつて水害防備林があり、緑豊かな

景観を形成している 17)。 

2.2 分析方法 

１）本研究は既往研究の論点、流域自治体の由良川関連政策及び実施結果、流域住民による河川関

連活動の整理を通じて、河川景観のアーカイブ化に関する取り組みの実施有無を確認し、VR 技術に

よる河川景観のアーカイブ化の意義を検証する。 

２）収集した 360 度画像データをグーグルマップのストリートビューにアップロードし、PC やタ

ブレット端末による閲覧結果と VR ヘッドセットによる閲覧結果を比較し、VR 技術を使用する際の

課題を考察する。 

2.3 全方位カメラによる河川景観画像の採集 

図 2 のように、全方位カメラ（図 3）とゴムボートを用いて、由良川の「戸田地区～音無瀬橋」区

間において 10 秒に 1 枚のインターバル撮影を実施した。次に、グーグルマップのストリートビュー

を用いて、連続の 360 度画像をグーグルマップの該当する位置にアップロードし、数日後、地図上に

図⒉ 由良川下り撮影ルート（グーグルマップより編集）及び実施風景 

図⒈ 由良川の位置 



青い〇が表記されるようにした。続いて図 4 のように PC 画面にて由良川の全方位景観を、画像上の

矢印をクリックするだけで連続的に閲覧できるようにした。そして、360 度画像を VR ヘッドセット

（Oculus Quest 2、図 5）に表示させ、VR Animation Player で閲覧できるようにした（図 6）。 

 

図⒌ VR ヘッドセット 

図⒍ VR ヘッドセットによる 360 度河川画像のストリートビュー閲覧 

図⒋ PC による 360 度河川画像のストリートビュー閲覧（グーグルマップにおいて編集） 

図⒊ 全方位カメラ 



3.分析結果 

3.1 由良川関連施策記述の整理 

河川整備及び河川資源の利活用を中心にして、国土交通省近畿地方整備局の由良川水系河川整備基

本方針及び由良川河川管理レポートをはじめ、由良川流域自治体（京都府の南丹市、京丹波町、綾部

市、福知山市、舞鶴市、宮津市）の総合計画書及び個別計画書、由良川流域治水協議会資料、民間団

体の活動報告を精査し関連記述をまとめた。 

まず、由良川の整備及び利活用について、国の政策方針を以下のように要約する。 

国土交通省『由良川水系河川整備基本方針』、『由良川水系河川整備計画-国管理区間-』、『由良川河川管理レ

ポート』『由良川水系流域治水プロジェクト』17)~20) 

△災害の発生の防止又は軽減；△洪水の安全な流下；△多様な河川環境の整備と保全；△地域住民や関係機関

と一体となった川づくり；△人と川との共生の確保；△流域の歴史・文化や良好な河川景観の活用；△自然環境

学習の場としての整備・保全。 

洪水対策として、河道掘削・拡幅、堤防及び護岸の整備、排水門及び排水ポンプ場の稼働；防災活動として、

ハザードマップの作成と周知、排水門の点検や操作に関する講習会や操作訓練、由良川水系総合水防演習、水

害対策の啓発活動、防災教育（築堤工事現場見学）；その他は河川事業の説明会や地域における意見交換会、河

川管理施設対策（補修、点検など）、環境教育の場としての活用、堤防刈草の堆肥処分など。 

上記の方針と取組みにおいて、流域住民の安全・安心を守る政策の策定と実施が見られ、河川景観

についての方針の策定も確認できる。具体的に「良好な河川景観や由良川の歴史・文化に配慮した整

備に実施し、河川景観を活かしつつ、舟運等の水面利用に配慮するとともに、レクリエーション、自

然環境との触れ合い、環境学習ができる場などを整備・保全する」となっている。しかし、河川景観

の活用について具体的な取り組みは見られなかった。 

次に、由良川水系府県の施策の策定及び実施状況を以下のようにまとめる。 

京都府：『由良川上流圏域河川整備計画』、『由良川下流圏域河川整備計画(変更)』21)22) 

△洪水等による災害の発生防止または軽減：洪水に対処できるよう優先的かつ重点的に整備すること；局部

的な改良、洪水等による被災箇所の復旧、治水上支障となる堆積土砂の除去、堤防除草等により治水機能の適

正な維持；河川情報や伝達体制の充実強化を推進する。 

△河川の適正な利用、流水の正常な機能の維持：生態系の維持や灌漑用水の取水などを総合的に勘案した正

常流量の確保、継続的に水量等の観測を行う。 

△河川環境の整備と保全：自然との共生を図る河川整備、環境学習や自然体験活動の場として地域との連携、

安全に利用できるような河川空間づくり。 

△地元自治体及び地域住民と連携した河川管理； 

△地元市町と一体的な防災対策推進； 

△豊かな自然環境及び文化的景観との触れあいと保全：河川景観ガイドライン等や地域住民の意見を参考に、

美しい河川景観の形成と保全。 

由良川水系流域の整備について京都府の施策方針から、国の政策方針と同様な項目で方針が定めら

れ、そのなかで河川景観について、「地域住民の意見を取り入れ、河川景観の形成と保全を図る」と

の記述が見られた。しかし、「河川景観の形成と保全」に焦点を当てているため「河川景観の活用、ま

たはアーカイブ化による保存・伝承」のような施策方針・取組みは見られなかった。 

また、以下のように由良川水系流域の各自治体の施策と取組みについての記述を抜粋する。 



南丹市：『第二次総合振興計画』『南丹市国土強靭化地域計画』『南丹市景観計画』23) 

△災害に強い河川環境の整備：国や京都府と連携し、河川改修や治水対策を促進する；市管理河川の計画的

な改修；河川護岸などの維持管理工事；河川法面の除草。国・京都府が実施する河川事業と連携 

△生態系に配慮した河川環境の保全：水質調査；ダム湖周辺の環境保全；生活排水の河川への流入防止；多

自然川づくり推進；河川ネットワークの形成・交流。 

△河川景観形成の方針として、河川伝統的建造物群の良好な景観の一部と位置づけ、周辺景観と調和した保

全、生態系や環境への配慮。 

京丹波町：『京丹波町総合計画』『京丹波町国土強靱化地域計画』24) 

△河川改修計画に基づく継続的な事業実施；△畑川ダムの整備に関連する畑川の改修の促進（府への要請）；

△親水性の向上や環境へ配慮を方針とする町管理河川の整備；△無秩序な開発の防止、山林の保全、治山事業、

防災等との連携；△地域住民による草刈り等日常的な河川管理の実施；△国や京都府と連携協働し総合的治水

対策を推進する；△京都府と連携し、河道の掘削、築堤などのハード対策の推進。 

綾部市：『綾部市都市計画マスタープラン』『第 3 次綾部市環境基本計画』25) 

△安全・安心な川づくり：水害対策としての河川の治水事業の推進；自然と人共生できる水辺空間の創出、

河川整備などを促進する。国や流域自治体と連携し、由良川連続築堤整備の早期完了；河川や危険渓流などに

ついては、必要な河川改修や治水対策を関係機関との連携による推進。 

△河川の保全：水質調査による河川の水質状況の維持； 

△親水空間等の整備：国・ 京都府との連携により、親水性に配慮した河川公園、護岸等の整備 

△環境にやさしい工法の採用：河川生態系に配慮した整備；親水性に配慮した整備 

△水質保全のための広域的取組：国、京都府や兵庫県、関係市町等による由良川水質汚濁防止連絡協議会を

通じてパトロールを実施する、河川愛護の啓発；水質保全に対する情報の提供・共有； 

△水質保全活動の推進：民間団体、小・中学校、高等学校、国・京都府など関係機関と連携し、河川の水質

保全の啓発等による水質保全意識の高揚。 

福知山市：『福知山市都市計画マスタープラン』『第 2 期福知山市環境基本計画(中間整理)』26) 

△防災上重要な河川等の施設整備を引き続き推進：水害の抑止又は被害の軽減を最優先の課題とし、由良川

等の河川の治水対策と市街地の浸水対策を引き続き推進する。 

△水と緑のネットワークを形成する都市公園等の整備：由良川等と緑豊かな拠点施設を有機的に結ぶ水と緑

のネットワークを形成する。レクリエーション需要に対応した河川空間の公園的利用を図る。 

△観光振興と連携した景観形成：優れた眺望景観の保全・活用を図る。 

△かわと共生するまちづくりの実現：由良川の流域に交流施設等を整備し、市内外から多くの利用者が集う

交流拠点として、関係人口、交流人口の拡大を図る。由良川をはじめとする自然の恩恵を学び、利水と治水の

歴史とともに親水の歴史を新たに築くまちづくりを目指す。 

△由良川クリーン活動やごみ調査等、竹林やフィールドの景観維持；サケの飼育・放流活動；河川の汚染問

題、河川流域のごみによる海洋汚染の問題、水産資源の持続可能性に関する啓発活動。 

舞鶴市：『新たな舞鶴市総合計画・後期実行計画』27) 

△水辺環境調査の実施：河川の生物の生息状況や水質を市民と協力して調査することにより、水辺環境の状

況を把握し、環境保全を図る。 

△環境に配慮した水辺の整備：河川に動植物が生息できるよう、多自然型工法により親水空間として整備し、

環境学習の場として活用。 

△由良川水防災対策事業の促進：由良川において、住民の生命・財産を洪水被害から守る輪中堤や宅地嵩上

げなど、水防災対策の整備促進を図る。併せて、集落の孤立を防止し、安心できる生活を確保するため、由良

川水防災対策と連携を図りながら、市道嵩上げの整備を行う。 

△安全な河川の整備促進：府管理河川については、治水上の安全性と通水能力を確保するため、護岸整備や

河道拡幅等の河川改修を促進する。 

 宮津市：宮津市国土強靭化地域計画 28) 

△国・京都府に対し計画的な整備の働きかけを行う。 

 



これらのことから、京都府内の由良川水系流域の各自治体の由良川に関する施策方針は主に、防災、

環境保護、川との共生を主軸にして策定され、国や京都府、関連団体との連携協働を重視しているこ

とが分かる。河川景観については、一部の自治体において、「河川整備と河川景観の両立」という方

針を取り入れている。特に福知山市は、「観光振興と連携した景観形成、または関係人口、交流人口

の拡大を図るために由良川流域における交流の場づくり」といった河川景観の利用価値の向上に着目

している。 

そして、国や府、各自治体の施策などを整理した一方、以下のようにこれまで流域住民による各民

間団体の活動をまとめる。 

福知山環境会議幹事会資料（2013 年~2019 年）29),など。 

由良川の源流地域において、京都美山・千年の川プロジェクト 芦生ネコヤナギ復活作戦；カヌー体験教室；

由良川クリーン作戦；由良川のサケ放流；流域の野生生物等の調査；由良川の自然観察とめぐみの体験；由良

川清掃活動；竹林整備活動; 蛇ケ端藪（明智藪）の整備活動；鮎の汲み上げ放流活動；竹林と光のプロムナー

ド祭；川口ブロック教育関係者向け「自然・歴史勉強会」；中心市街地・由良川自然探検団。 

上記から、由良川と関連する活動の種類として、主に河川動植物の保全活動、環境学習、河川景観

の保全及び水辺交流活動だと考えられる。しかし、河川景観のアーカイブ化に関する取り組み（河川

景観を対象とした記録性活動）は見られていない。 

3.2 閲覧手段による比較結果  

ノートパソコン（以下は PC）、VR ヘッドセット、2 つの閲覧手段を用いて、取集した河川景観の

360 度画像の閲覧効果を比較した結果、以下の 3 点が分かった。 

①連続性： 

PC 画面の場合、数枚の画像を地図上にアップロードする際、画像の結合が行われるため、切り替

えの操作を省いて連続的に閲覧できる。それに対して VR ヘッドセットの場合は 1 枚に留まり、次の

画像を閲覧するためにはコントローラーでの操作が必要になる。 

②利便性： 

ネット環境が整った場合、PC 画面またはタブレット端末による閲覧はグーグルマップストリート

ビューを用いれば簡単にできるのに対して、VR ヘッドセットは PC やタブレット端末ほど普及して

いないため、VR 技術によるメリットをより広く認知してもらう必要がある。 

③視覚効果の違い： 

PC 画面より VR ヘッドセットの利点の一つに没入感が挙げられる。しかし、PC 画面とタブレッ

ト端末と比べ、VR ヘッドセットの場合はズーム機能が最初から付いておらず、画像の奥の部分を高

精細に読み取れない。これを解決するために画像の拡大・縮小の操作機能は別途開発する必要がある。 

4. 考察 

 ここでは由良川関連施策及び取組み、流域住民の河川関連活動を整理する。画像データの収集及び



閲覧手段比較の結果に基づき、既往研究の論点を踏まえて河川景観のアーカイブ化の意義を検討する。

また、360 度画像による河川景観のアーカイブ化の利用について提案し、その課題について考察する。 

 4.1 河川景観アーカイブ化の意義 

デジタルアーカイブ化の応用分野、河川景観評価、河川整備及び利活用に関する論著の論点をまと

める。デジタルアーカイブ化の技術はこれまで、主に伝統的建築物や街並み、古文資料等の有形・無

形文化遺産の記録保存に応用され、実物の性格に合わせて芸術性や歴史性に立脚した情報を格納し、

制作に投入された資金以上の文化的価値を高められることが分かっている 15)。 

次世代に伝承するという考えから、デジタルアーカイブがスポーツ分野などでも活用されている。

來田（2020）はスポーツ・デジタルアーカイブを効果的に活用することによって、スポーツを通じた

教育には、異なる時代や社会における歴史的身体経験を追体験し、共有・継承するという新しい挑戦

が可能になると述べている 30)。また、環境学習用コンテンツとして、森の映像、水環境の古写真のア

ーカイブ化の有効性が検討され、自然環境のアーカイブ化の教育効果が期待されている。中村ら

（2009）はロボットカメラ映像のような複数年にわたる森林モニタリング映像を用いた環境教育用

コンテンツとして、変化が大きく多様性に富む季節の映像を重視した「気づき」を促すような導入向

けのものが望ましいと述べている 31)。吉富ら（2014）は水環境のアーカイブ教材の開発において、

古写真から抽出された情報（水環境の歴史的背景、伝統的知恵等）は環境学習の基礎的、発展的な題

材となり、水環境の古写真のアーカイブによる教材化を推奨している 32)。一方、畔柳ら（2002）は、

河川の環境整備の影響に関する研究で河川環境計画における次世代への良好な河川環境の提供とい

った共通意識形成の重要性を示唆している 33)。 

これらの知見から、河川の環境整備について、次世代への良好な河川環境の提供という視点の必要

性が見られる一方、河川景観の中に含まれる河川環境の歴史背景や伝統的知恵などを、アーカイブ化

することによって、次世代の環境学習コンテンツとしての教育的意義も考えられる。 

また、木村ら（2006）は、市民防災教育のための災害アーカイブの立上げを報告しており、地域防

災力向上のための災害アーカイブのあり方を提案している 34)。中西ら（2018）は集落からの河川の

視認性を高めることで住民と河川との心理的距離を近づけ、河川の利用機会を高めることを明らかに

している 4)。水害に苦しむ中下流地域において、河川の改修工事や築堤などが必然的な対策として実

施される一方、被害の最小化につなげるために流域住民の防災・減災意識の向上も求められる。災害

時の記録となる文書や写真、映像資料などのアーカイブ化を通じて、被災体験から日頃の備え、水害

発生時の避難行動、水害後の復旧作業などを学び、流域住民の防災・減災力の向上が図れると考えら

れる。同時に普段の河川景観のアーカイブ化を加え、全体にわたる河川情報の提供が実現できれば、

河川の氾濫危険性が高い箇所に気づき、災害が発生する前に早期の避難行動につながると考えられる。

さらに、河川景観のアーカイブ化によって、水辺集落以外の住民の利用機会の増加を期待できる。以

上のことから、河川景観のアーカイブ化は次世代への環境学習における教育的意義以外に、現在の流



域住民の防災・減災力の向上、普段の利用増加にも意義を見出せると考える。 

辻本(1999)は、河川景観の変遷を、定量的に把握できれば、今日の河川の自然復元指向の目標が明

確化されることを指摘しており 3)、池内ら（2003）は多自然型川づくりの実施における河川環境情報

図の作成を薦め、河川環境の保全・復元を目指した河道計画を検討する際の有効なツールとなる 35)と

提言している。河川景観の 360 度画像も全方位の情報を収めるため、河川環境情報図のような役割を

果たせ、河川景観のアーカイブ化は河川環境の保全・復元にも意義を持つと考えられる。 

しかし、国土交通省、京都府、福知山市等の由良川流域自治体の河川関連政策をまとめた結果から、

堤防の整備、宅地嵩上げ、防災意識の向上等を中心に展開され、河川景観の保存・伝承といった方針

や施策等が見られず、改修工事前後の河川景観アーカイブ関連方針がないことを確認できた。さらに

流域住民は主に鮭放流、グリーン活動、釣り等を中心に行っているため、河川環境との接触機会が限

られ、より多くの流域住民や流域外の住民による利用増加には限界があると考えられる。 

以上の知見を踏まえて、時間、場所、人数などによる制限がなく自由に閲覧できる河川景観アーカ

イブ化の意義が大きく、河川整備方針に含めるべきであり、早期の実施が必要であると考える。 

 4.2 河川景観の 360画像閲覧についての提案 

3.2 節の実験結果を踏まえて VR ヘッドセットの利点を活かすために、VR フィットネスアプリ

VZfit を利用し、サイクリングモードによるグーグルマップストリートビューの閲覧を試みた（図７）。

VZfit はアメリカの VirZOOM 社が開発した有料フィットネスアプリ（室内向けの有酸素運動アプリ、

$9.99（約 1,100 円）/月）で、Google ストリートビューを活用し、自転車の車輪やペダルにケイデン

スセンサーを取り付け、VR ヘッドセットと自転車とケイデンスセンサーでペアリングすることで、

室内で運動しながら VR 空間の世界旅行を楽しめる。 

しかし、没入体験で景観を楽しめる一方、グーグル社以外の 360 度画像（例えば、本研究で収集し

図⒎ VR フィットネスアプリ VZfit 利用時の風景と閲覧内容 



た河川景観の 360 度画像）は VZfit に反映されないため、今後、没入感体験型の河川景観の活用にお

いて、グーグルマップストリートビューと連動できる閲覧アプリの開発が課題として残っている。 

5. おわりに 

 防災・減災を主な目的とする河川整備は自然環境を配慮したうえで河川改修などの工事を実施し、

河川景観の形成・保全を重視する一方、河川景観のアーカイブ化を河川整備方針にまだ取り入れられ

ていない。入れ込む必要があると考え、本論文は行政施策を整理したうえ、河川景観のアーカイブ化

の意義を検討し、河川景観のアーカイブ化の具体的な手段として全方位カメラによる画像データの収

集、VR ヘッドセットによる閲覧などを提案した。河川景観のアーカイブ化は➀次世代の環境学習コ

ンテンツとしての教育、➁流域住民の防災・減災力の向上、普段の利用増加、➂河川環境の保全・復

元、この三つの側面において意義が見出され、今後、国や流域自治体、民間団体などの河川管理・保

全計画に、河川景観を対象とする記録性の高い活動を取り入れる必要があると考える。本研究は既往

研究が指摘していない河川景観のアーカイブ化の意義を検討することに特徴がある。ただ、全方位カ

メラによる河川景観のアーカイブ化という提案は、流域内外住民による評価の側面から、その有用性

をまだ検証できていない。今後の課題として、住民意識に基づく河川景観のアーカイブ化の意義と本

研究の提案の有用性を検証していきたい。 
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≪注釈≫ 

⑴ 国土交通省河川景観ガイドライン検討委員会によれば、河川景観とは地形、地質、気候、植生等様々な自然環

境や人間の活動、それらの時間的・空間的関係や相互作用、そしてその履歴等も含んだ環境の総体的な姿である。 

 



Abstract： 
For river maintenance whose main purpose is disaster prevention and mitigation, construction 

works such as river development considering the natural environment are conducted． In addition 

to that, archiving river landscapes also needs to be incorporated into river maintenance policies． 

This study investigated previous studies, administrative measures, and proposes the significance 

of the river landscape archiving. As the approach to archive river landscapes, we collect images 

with an omnidirectional camera and show them on a VR headset. Archiving river landscapes is 

essential in the three aspects: provides the next-generation environmental learning content, 

improves disaster prevention and mitigation capabilities of basin residents, increases daily use, 

conservatories, and restores the river environment. In the future, it is necessary to incorporate 

highly recordable activities that target river landscapes in river management and conservation 

plans of the national government, basin municipalities, and private organizations. However, the 

usefulness of the new proposal for archiving river landscapes with VR contents has not been 

validated from the aspects of the evaluation by residents inside and outside the basin yet. As the 

future work, we will evaluate the usefulness and the significance of the method proposed in this 

paper based on the awareness of residents. 


